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 要  旨 
   
Particle Swarm Optimization (PSO)は非線形最適化問題の求解に有効な確率的か
つ集団探索のアルゴリズムであり、現在アンテナ設計など様々な分野へ応用がされて
いる。そこで PSO を用いた応用例として UWB 無線通信用バンドパスフィルタ
(3.1GHz-10.6GHz)を設計し、設計に PSOを用いる優位性を示す。 
  
最適化を要する Z-Transform Technique を基にフィルタ設計を行う。フィルタ素
子(ショートスタブ、オープンスタブ、トランスミッションライン等)のインピーダン
ス値を変数とし、最適化を用いて解空間の中から最適解（最適インピーダンス値）を
探す。本来 Z-Transform Technique の最適化として Least Mean Square Error 
(LMSE)が用いられていた。しかし、Z-Transform Techniqueの解空間には複数の解
が存在する可能性がある。複数の解からもっとも最適な解を求めるには解空間全てを
探索する必要がある。そこで、大域的最適化手法である PSOを用いることとする。 
 
本論文では、まず UWB特性を持つ、Z領域での理想的特性関数を導出した。次に
その理想特性から用いる素子を選択し、その素子の T行列から実際特性関数を導出し
た。最適化手法（PSO、LMSE）を用いて、その理想特性関数と実際特性関数の差を
限りなく小さくした。そこから得られたインピーダンス値からシミュレーションによ
りフィルタ設計を行い、その結果からフィルタを試作した。 
PSOにより LMSEと同等以上の収束結果を得ることができた。また得られたイン
ピーダンス値からフィルタ設計を行い、UWB特性を持つ理想特性関数と同等の特性
を有するフィルタを試作できた。以上のことにより、Z-Transform Techniqueの最適
化プロセスにおいて大域的最適化手法 PSOを用いる優位性を示すことができた。 
 
